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発刊の趣旨と執筆方針

■ 趣旨

社会課題を解決できる⼿法を⽰すこと
 新型コロナウイルスの感染拡⼤、⾃然災害の激甚化・頻発化・広域化、

インフラの⽼朽化など、多くの困難な状況に直⾯

 担い⼿確保と週休⼆⽇の実現、デジタル化の推進による⽣産性の向上、

将来を⾒据えた取組みが要求

 従来のやり⽅にとらわれることなく、新たな環境に適応しながら、

社会の期待に応えていく必要

施⼯BIMに取組み、成果を享受することを期待
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発刊の趣旨と執筆方針

■ 執筆方針

1. 『施⼯BIMのスタイル』シリーズを踏襲
『スタイル2014』以降の多⾓化した取組みを体系化

２. 施⼯計画BIMの事例やライブラリの属性を紹介
施⼯BIMの取組みが多い。SWGでの検討成果を体系化

３. 基本的な知識を紹介
今後の⽅向性を考える上で必要となる項⽬を概観

４. 活⽤する⽬的別にワークフローを紹介
適⽤して成果を出すには作業スケジュール⽴案が必要不可⽋

５. 専⾨⼯事会社の視点を紹介
参画者がメリットを享受するが、受⾝では作業⼿間が増える
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00 総則 P10
P19
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P12

(1) 本書の⽬的
施⼯BIMの効率的かつ効果的な取組みが増えること

実務（運⽤）に即した知識やノウハウを提供

(2) 対象読者
建築主︓施⼯段階のBIMの取組みを状況を知る

設計者︓施⼯者がBIMに期待している内容を知る

施⼯者︓作成⽅法だけでなく運⽤⽅法も知る

ワークフローを⽰すことが重要（作成⇒活⽤へ）

00  総則
１．本書の使い方・要約
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00  総則
１．本書の使い方・要約

第0章 第1章 第2章 第3章 第4章 第5章

◎使い⽅
◎BIM部会の活
動⽅向
⇒ロードマップ

★教科書
◎設計BIM
◎施⼯BIM
◎維持管理BIM
◎⽣産性向上
◎発注形態

★教科書
◎基礎知識

◎職能
◎専⾨⼯事会社の視点

★ワークフロー（実務）
◎活⽤⽬的別
◎７つに分類
・事前準備
・施⼯計画
・施⼯図
・製作図

・総合図
・ICT建築⼟⼯
・周辺技術

★モデルケース
（具体的にワークフ
ローをプロット）
◎17通リに分類
・取組み内容別
・『事例集2018』
を踏襲

◎書式雛形
◎属性
・昇降機設備
・移動式クレーン
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00  総則
２．施工BIMのロードマップ

■『⽣産性向上推進要綱2019年度フォローアップ報告書』（⽇建連）より

◎ BIMに取り組んだ成果

◎ 期待通り以上の成果がある︓32%
◎ 期待を下回っているが成果がある︓42%
《考察》
◎ 取り組みを始めたが、思うように成果があがっ
ていない可能性がある
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00  総則
２．施工BIMのロードマップ

■『⽣産性向上推進要綱2019年度フォローアップ報告書』（⽇建連）より

◎推進する上の障害
◎ 「意識改⾰の遅れ」の伸びが⼤きい
◎ 「社内⼈材不⾜」の伸びも⼤きい

※対象はBIM/ICTの領域

社内⼈材不⾜

意識改⾰の遅れ
（取り組みへの理解、相互連携、⼀体感）

導⼊コスト

規格・標準化・標準化
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参考00  総則
２．施工BIMのロードマップ

■建築分野のBIMの活⽤・普及状況の実態調査（令和３年１⽉国⼟交通省調べ）
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参考00  総則
２．施工BIMのロードマップ

■建築分野のBIMの活⽤・普及状況の実態調査（令和３年１⽉国⼟交通省調べ）
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00  総則
２．施工BIMのロードマップ

⽅策②. 建築現場の職員も活⽤できる⽅策の提⽰（領域拡⼤）

◎ 図⾯（施⼯図・製作図・設計図）以外の業務に適⽤
◎ 専⾨⼯事会社の技能労働者も活⽤の対象

⽅策①. BIMモデルの扱い⽅に関するワークフローを明確化

◎ BIMモデル承認（施⼯図・製作図）の⼿法を提案（BIMモデル合意の進化）
◎ 専⾨⼯事会社・メーカー︓データ提供だけでなく⾃社業務と関連づけること

⽅策③. BIMを扱う⼈材の教育機会の創出

◎ 継続した動向調査から課題点と対策を抽出（企業規模に配慮）
◎ 施⼯BIMの成功事例から⼯夫点を共有できる情報を発信（冊⼦発⾏・セミナー開催）
◎ ⽇建連の他部会と連携して情報発信できる環境の構築

※課題︓成果の基準や成果が上がる取組み｜効率的にBIMを活⽤する⼿法

※課題︓成果の基準や成果が上がる取組み｜効率的にBIMを活⽤する⼿法

※課題︓推進の壁を超える意識改⾰の共有｜現状把握・分析｜情報発信
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00  総則
２．施工BIMのロードマップ

BIM専⾨部会（旧）が考える

①の⽅策

②の⽅策

③の⽅策
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【参考】BIM部会［74名］（2021-）
ｾﾞﾈｺﾝ（57名）｜ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ（6名）｜設計連携（11名）

BIM部会

施⼯BIM
専⾨部会

ICT推進部会

設備部会

施⼯部会
BIMモデル承認WG

BIMモデル活⽤WG

BIM仮設ライブラリWG

建築BIM推進会議
対応WG

BIM啓発
専⾨部会

①と②の⽅策
を担う

③の⽅策を
担う

建築⽣産委員会
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00  総則
３．用語解説
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